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著原

画像診断装置 V ISIA ―EvollltioP を用いた

肝斑における色調と治療効果の定量的評価
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要 旨 :肝斑の色素沈着に対する治療効果を定量的に評価することは重要であり,多くの施設が紅班

メラエンインデックスメーターを用いて定点評価をしている 肝斑病変の分布の性質上, 2 次元的に

色素沈着の程度を評価する必要がある そこで我々は画像診断装置 V IsIA  Evoludop で撮影し, 編集

されたメラエンインデックス画像を用いて, 肝班部と指定した範囲内での海度の平均値をもって定量

評価した 周囲健常部は比較的明るい2 か所の輝度の平均値とした メラエンインデックス画像で肝

班部と周囲健常部の輝度の平均の比を肝斑指数と定義した

肝班部輝度, 周囲健常部輝度, 肝斑指数がそれぞれ治療前後で改善しているか, また定義した肝斑

指数力剖干班部の肉限的なみための改善と相関するか統計学的に検証したところ, 治療効果はいずれも

有意差があり, 肝班指数の改善の度合いと肉限的な評価との相関において改善の明らかな症例につい

ては優位差が示せた

肝述の色素沈着の程度や治療効果を判定する上で, 色素沈着部の絶対的評411はもちろん重要である

が, 長期的な病態の動向を追う上で周囲の色調との相対的な評価も必要である その 1評価法として

肝班指数を定義し, 肉眼所見との相関において改善の明らかな症例については有意差を示せたが, 精

度や有用性についてさらなる検証が必要である
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はじめに

肝lt■の治療効果を定畳的に評価する方法として, 多く

の施設1卜4)が紅班 メラエンインデックスメーターを

用いている これは消1定部の色素沈着を数値化できると

いうメリットがあるが, 測定部位が一定ではなく数値の

再現性に差がでているのが現状である また, 測定部位

が肝斑の一部に限られ二次元的に広がる肝班の色素沈着

を全体的に評価するのに適していない そこでわれわれ

は肝斑の治療を行った息者に対し, 測定部位の再現性に

優れた画像診断装置 vISIA  EvoluhOn。で撮影し, 得られ

たメラエンインデックス画像を用いて, 肝斑部と周囲健

常部の色素沈着の程度を定量化し, 治療効果について検

証したので報告する

また通常の外来診療で肝筑の色素沈着の程度を肉限的

に判断する際, 肝斑部のみの色の変化だけでなく, 周囲

の健常皮膚の色調との相対的な濃さで判断する傾向があ

る 根岸ら功ま肝班に対するP L の治家効果の判定に,

肝斑としてわかるかどうかという点で, 肉眼的に相対評

価をしている また, w 血= ら1)は紅班 メラエンイン

デックスメーターを用いて肝班部と健常部のメラエンイ

ンデックスを定点測定し, 前者と後者の比をもって相対

的な定量評価をしている この相対的な評価法が肉眼的

な評価と相関性をもつかという検証はあまりされていな

い 今回我々は得られたメラエンインデックス画像での

肝班部と周囲健常部の輝度の平均の比を肝斑指数と定義
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